
 

（別  紙） 

 

東通原子力発電所１号機 第２回定期検査の概要 

 

１．定期検査の期間 

平成２０年３月２２日（土）から約５ヵ月間 

 

２．定期検査および定期事業者検査を実施する主な設備 

（１）原子炉本体 

（２）原子炉冷却系統設備 

（３）計測制御系統設備 

（４）燃料設備 

（５）放射線管理設備 

（６）廃棄設備 

（７）原子炉格納施設 

（８）非常用予備発電装置 

（９）蒸気タービン設備 

 

３．定期検査期間中に実施する主要な点検ならびに作業計画 

（１）燃料集合体の取替え 

燃料集合体（７６４体）のうち、１２８体程度を新燃料に取替える計画として

おります。 

 

（２）制御棒駆動機構の点検 

制御棒駆動機構（１８５体）のうち、２６体を取外し、そのうち１４体につい

て分解点検を実施いたします。なお、残りの１２体については、予備品と取替え

ることとしております。 

 

（３）出力領域モニタの取替え 

出力領域モニタに（４３本）のうち、性能機能維持を図るため８本について取

替えを実施いたします。 

 

（４）復水器細管の点検 

復水器細管（２８，１６８本）のうち、１０，８４８本について点検し、必要

に応じて補修を実施いたします。 



 
（５）配管肉厚測定検査 
原子炉系、タービン系の配管について肉厚測定を実施いたします。 

 
（６）制御棒のひび等に関する点検 
   国内ＢＷＲプラントにおいて、ハフニウム板型制御棒にひび等が確認され、原

子力安全・保安院よりハフニウム板型制御棒のひびおよび破損の有無を確認する

よう指示を受けたことから、２９本あるハフニウム板型制御棒について点検を実

施いたします。 
   なお、ハフニウム板型制御棒については、ボロンカーバイド粉末型制御棒へ全

数取替えを実施いたします。 
以 上 

 

 

＜参考＞当社原子力発電所の現況 

○女川原子力発電所 

１号機（５２万４千ｷﾛﾜｯﾄ）平成２０年２月１４日から定期検査中 

２号機（８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

３号機（８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

○東通原子力発電所 

１号機（１１０万ｷﾛﾜｯﾄ） 平成２０年３月２２日から定期検査予定 

 




